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はじめに：経済学部におけるゼミ教育 

法政大学経済学部は1学年900名の大規模学部で

あり、学部の重点目標として「カリキュラム・ポリシー
に謳う少人数教育に向けた改善」をあげている 

• 「入門ゼミ（1年次・クラス授業）」－必修授業 

• 「専門ゼミ（2－4年次、各学年12名前後）」 

 －選択授業 

   希望するゼミを必ずしも履修出来ないため、 

   ゼミを希望しながら履修出来ない学生(＆保 

   護者）の不満はとても大きい 
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はじめに：WEBシステム導入の狙い 

• 法政大学経済学部では、「2-4年次の専門ゼ
ミの募集方法の改善」への施策として、2012
年度にWebによるゼミ応募システムを導入した 

• 「紙からWEBへ」移行により、ゼミ応募の偏りへ
の対処、補欠合格が可能になった 

• 2013年度の開発では、eポートフォリオと連携
し、学生の自己PRを充実させている 

• 2015年度以降、ゼミでのeポートフォリオ利用
を促進させる 
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アウトライン 

1. 法政大学経済学部におけるゼミ選考 

•実態と問題点 

2. ゼミ選考システムの概要 

•システム概要 

3. ゼミ選考システムとeポートフォリオ 

• eポートフォリオを使ったエントリーシート 

4. ゼミにおけるeポートフォリオの活用 

•飯野厚ゼミ 
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経済学部におけるゼミ募集 

2010年11月の募集： 

• 1年生在籍1040名、うち880名がゼミに応募、ゼミ履修
した新2年生は658名（約75％） 

2011年11月の募集： 

• 1年生在籍957名、うち788名がゼミに応募、ゼミ履修し
た新2年生は686名（約87％） 

2011年度は専任教員のほぼ全員(71)がゼミを開
講し、各ゼミ12名の新2年生を募集した。 

しかし、希望者のうち100名程度はゼミ履修が出来
ていない←ミスマッチが問題 
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経済学部・ゼミ募集プロセス 

• 1年生に対して募集を行い、原則として、2年生
～4年生は同じゼミを履修する 

• 1次募集（11月）は1ゼミのみ応募が可能 

• 2次募集（12月）は複数ゼミの応募が可能 

• 3次募集（4月）には、1次2次で定員を満たさな
いゼミに加えて、新任教員のゼミが募集する 

• 編入生を主に対象にして3次募集を行うゼミもある 

• 2年生、3年生に対しても若干名の募集がある 

• 2014年度、2，3年生の１次募集の応募者は26名 
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紙ベースの選考過程（2011年度以前） 

• 教員が募集票(募集人員・選考方法）を事務に
提出し、事務が掲示板に貼る 

• 学生が応募カードを事務に提出 

• 事務が応募票をゼミごとに取りまとめて、教員
に配布する 

• 各ゼミの一次募集人数発表後に、応募変更を希望
する学生は変更用応募カードを提出し、事務が差し
替えを行っていたが、煩雑なため廃止された 

• 選考後に教員が合格者一覧を事務に提出し、
事務が掲示板に貼る 
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紙ベースの
募集票 
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紙ベースの応募カード 
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WEBシステムの特徴 

• 紙ベースでの選考システムを廃止し、すべての
ゼミでWEBによる選考システムを導入⇒ゼミを
開講するすべての教員、応募するすべての学
生、担当事務が利用 

 ⇒紙ベースでのプロセスを再現させる 

• 1次募集の締切り後の応募変更を実現 

• 2次合格者が1ゼミのみに「合格確定」でき、教
員が確認できる 

• 2次募集で合格していない学生を対象に、追加
合格を行う 
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経済学部・ゼミ募集プロセス 
    (2014年度日程） 

10月17日～：冊子「ゼミナール紹介」配布 

10月24日： 学生研究報告大会 

10月24日～29日：１次募集受付 

10月30日，３１日：１次募集変更 

11月10日～21日：1次募集ゼミ選考・合否発表 

11月27日～12月12日：2次募集受付・選考・合否発表 

12月1日～12月15日：2次合格者確定 

12月17日、18日：2次追加合格発表 

12月17日～19日：2次追加合格者確定 

2015年4月上旬：第3次募集 
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2次募集における追加(補欠）合格 

• 2次募集では、多くの学生が応募するものの、合

格者が必ずしも履修しない状況があり、教員から
追加(補欠)合格の希望が多くあった 

 （例：1次募集で応募14名中6名合格させ、 

   2次募集で4０名応募のうち6名合格させた 

   が2名しか履修せず、最終履修者は8名のみ）    

• 2013年度の拡張により、2次募集選考後に、まだ

ゼミ合格をもらっていない学生を対象に、追加合
格を出すことを可能にした 
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2次募集における追加合格の実現 

15 



2012年募集のまとめ 

１次募集応募者：736名 

 １次募集合格者：411名 

 ２次募集(＋追加）応募者： 

  （延べ人数）1,231名、(実数）320名 

 ２次募集(+追加）合格者： 

  （延べ人数）315名、（実数）244名 

 3次募集後ゼミ履修した新2年生は669名（在籍 
者は836名）第1次募集希望者からの差は67名 
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第1次募集の応募変更の効果 

2012年度～2014年度を通じてみられる特徴は： 

• 1次応募者20～４０人のゼミ：応募者が減少 

• 1次応募者5～20人のゼミ：応募者が増加 

• 1次応募者5人以下のゼミ：応募者が減少 

 ⇒ゼミによって違いがあるものの、応募者の 

   多いゼミから少ないゼミへの移動が見られた 

• 2014年度は、1次応募者752名中、2次募集
終了時のゼミ未確定学生は61名（合格なし学
生54名）となり、以前よりもかなり減少している 
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2013年度のシステムの拡張 

• eポートフォリオと連携させて、学生の自己PR
の場をより広く、1年次の勉強をゼミ選考に反
映させる 

• すべての学生が作成し、教員が参照するため、
導入初年度は「ゼミエントリーシート」のテンプ
レートを導入 

• ゼミからの課題を添付する項目を設ける 

• 将来は入門ゼミでの活用、希望教員はゼミで
の活用を可能にする 
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ゼミエントリーシート 
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ゼミエントリーシートの活用 

• ゼミエントリーシートは、「ゼミでやりたいこと/目
標」、「自己PR(400字以内）」、さらに、ゼミからの
課題にも使える「テキスト（フリーフォーム）」、ファイ
ルアップロード、から構成される 

• 田村晶子ゼミでは、テキスト欄に「TPPに対する意見」
（2013年度）、「ゼミで研究したい経済トピック」（2014
年度）を書くように指示 

• ゼミでやりたいことや自己PRを多くの学生が熱心
に書いている 

• 宮崎誠、常盤祐司、廣川みどり、田村晶子「ゼミ募集に
みる学生の応募動機と募集プロセスの検証、ｅポート
フォリオによる自己PRへの展開」、大学ICT推進協議 

   会2013年度年次大会論文集、2013/12 
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ゼミでのeポートフォリオ活用 
（田村晶子ゼミ） 

• 田村晶子ゼミの内容 

• 国際経済学の英文テキストの輪読 
• 報告者は1週間前までに予習問題を作り、教員がWEBテスト

にアップし、全員がゼミ前に提出する 

• 年3回、3～4人のグループによるプレゼン 

• 「日本経済新聞/経済教室」を使った個人プレゼン 

• 報告のパワーポイントファイルは教材にアップ
しているが、次年度も参考にできるように、e
ポートフォリオを活用する予定 

• グループプレゼンの学習にも活用を模索する 
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HOPS グループ  飯野ゼミ 



グループフロントページ  
ポイント制英語学習：課題詳細 



ポイント制英語学習：課題オプション 





メンバー ページ 



学生メンバー（例） 



学生個別のコンテンツを閲覧 



ルーブリック：振り返り 

年度毎のページを制作した年
度単位の省察 



例えば コンテンツ（日記） 
英語日記 



計画 



フォーラム：連絡やディスカッション 



ファイル：課題書式、教材共有 



メンバー毎のページをコレクションと
してまとめるグループ学習（今後） 



今後の課題（飯野） 

学生：使いやすく、便利で自らの向上に役に立つ、
という実感を持たせる。 

教員：ポートフォリオを使い、学生の学修への取り
組みを鳥瞰しつつ、手書きによる書類作成と共存
できるようにする。 

ゼミ：としてのグループ、共有機能の活用、協働作
業の場としてのプレゼンスを高める。 

 

 



おわりに（全体まとめ） 

• 2012年度の「紙からWEBへ」のゼミ選考システ

ムの変更により、応募の偏りの是正などに役立
つとともに、学生情報の管理も容易になった 

• 2013年度からはeポートフォリオとの連携により、
学生が1年次の勉強の成果をゼミ選考に利用で
きるようになり、学生の自主的な勉強を促す 

• 2015年度以降は専門ゼミでの活用を促す予定 
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